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世

界

の

自

然

を

守

W

W

F

の

活

動

ス
回

④

藤

原

英

司

ス
ペ
イ
ン
の
保
護
区

そ

の

一

カ
タ
ジ
ロ
ワ
シ

地
中
海

の
東
に
大
き
く
張
り
だ
し
た
イ
ベ
リ
ァ
半
島
は
、
大

部
分
を

ス
ペ
イ

ソ
が
領
有

し
て
い
る
。

そ

の
半
島

の
南
端

は
、
ジ
ブ

ラ

ル
タ
ル
海
峡
を
は
さ

ん
で

ア
フ
リ
カ
大
陸

に
接
し
、
東

に
は
大
西
洋
が

広
が

る
。

こ
の
南
端

の
岬
が

ト
ラ

フ
ァ
ル
ガ

ル
岬
で
あ
る
が
、

こ
こ
か
ら
海
岸
沿

い
に
百
五
、
六
十

キ

廿
北
東

へ
行

っ
た
と
こ
ろ
に
、
大
き
な
河
ロ
デ

ル
タ
が
あ

る
。

こ
こ
は
グ
ア
ダ

ル
キ
ビ

ル
河

の
河

口
に

あ

た
り

、
こ
の
付
近
か
ら
ウ

ェ
ル
バ
近
辺
ま
で
の
カ
ジ
ス
湾
に
面
し
た
海
岸
を
、

コ
ー
ト

.
ド

ニ
ャ
ー

ナ
と

い
う
。

W
W
F
は
こ
の
河
ロ
デ

ル
タ
を

ス
ペ
イ

ソ
政
府

と
共
同
で
買
収

し
、

一
九
六
四
年

か
ら

六
五
年

に
か

け

て

コ
ー
ト

・
ド

ニ
ャ
ー

ナ
自
然
保
護
区

(
O
O
8

u
o
訟
き
Ω。
2
9。
窪
器

幻
¢
ωΦ
「<
①
)

を

つ
く

っ
た
。

こ
こ
は
冬
期

に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
北
部

か
ら
渡

っ
て
く

る
渡
り
鳥
i

特

に
カ
モ
や
ガ

ソ
が
豊
富

に
見
ら

れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
こ
と

は

一
八
九
四
年

に
、
当

時
イ
ギ
リ

ス
の
有
名
な
狩
猟
者
で
あ

っ
た

ア

ベ

ル

・
チ
ャ
プ

マ
ソ

(
L♪
び
①
一
〇
げ
20
b
日
"
口
)
が

11
未
開

の

ス
ペ
イ

ソ
"

(
≦
一置

ω
B

ぎ
)
と

い
う
書
物

の
中

に
、
書
き
残
し
て

い
る
。

そ
の
後

一
九
五
二
年

か
ら
、
五
六
年
、
五
七
年

と
三
回
に
わ
た

っ
て
、
こ
の
地
域

ヘ
イ
ギ

リ
ス
の
探

検
隊
が
は

い
っ
た
。
隊
長

は
ガ
イ

.
マ
ウ
ソ
ト
ブ
ァ
ト

(
の
ξ

ζ
o
§

焦
o
詳
)
で
、
彼

は
の
ち

に
W
W

F

の
設
立
に
参
加
し
た
。

マ
ウ

ソ
ト

フ
ァ
ト
は
そ

の
時

の
発
見
や
調
査

の
成
果
を

〃
荒
野

の
素
描
"

(
℃
O
一、辞「鋤
一什
O
h
蝉

ノぐ
一一α
①
醗b
Φ
幽ω
)

と

い
う

著

書

に
ま

と

め

た

。

だ

が

、

こ
の
地

域

に

関

し

て
包

括

的

に
生

態

を

調

査

し

た

の
は

、

ス
ペ
イ

ソ
の
動

物

学

者

ホ

セ

・
バ

ル
ベ

ル
デ
博

士

(
∪
『
.
匂
○
訟

〉
・
<
9。
才
①
乙

o
)

で

あ

る
。

彼

は

こ

の
地
域

を

二

回

に
わ

た

っ
て
く

わ

し

く

調

べ
、

現
在

は

コ
ー

ト

・
ド

ニ
ャ
ー

ナ
自

然

保

護

区

生
物

調

査

研

究

所

(
留

寅
。
δ
ロ

じ弓
凶9
。
ひQ
搾
9ρ

α
o

O
o
評

§

)

の
所

長

を

つ
と

め

て

い

る
。

調

査

の
結
果

、

こ

の
地

域

は

い
ま
だ

に
鳥

類

の
宝

庫

で
あ

る

こ
と

が

判

明
し

た

。

こ

こ

で

は

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

に
す

む
鳥

類

の
全

種

類

の
う

ち

、
約

半

数

が

見

ら

れ

る

こ
と

が

わ

か
り

、

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

か
ら

ア

フ

リ

カ

へ
渡

る
渡

り
鳥

の
主

要

な

ル
ー

ト

に
あ

た

っ
て

い
る

こ
と

も

明

ら

か

に
な

っ
た
。

さ

ら

に
鳥

類

学
者

が

躍

り

あ

が

っ
て
喜

び

そ

う

な

こ
と

ま

で
わ

か

っ
た
。

そ

れ

は

こ

こ

で
、

ス

ペ
イ

ソ
カ

タ
ジ

ロ
ワ

シ

(
ω
富

三
ωげ

ぎ

b
①
ユ
巴

田

oq
♂

噛
』
餐

§

ミ

§

§

黛
§

、魅
ミ

帖)

の
巣

が

み

つ
か

っ
た

の
で

あ

る

。

こ

の
ワ

シ
の
仲

間

は

、

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

に
古

く

か
ら

広

く

分
布

し

、

初

期

氷
河

時

代

の
キ

ー

ロ
ブ
層

(
閑
一
鴨O
<

び
Φユ
ω)

か
ら

も

、

化

石
が

出

土

す

る

。

分
布

は

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
か
ら

西

部

ヒ

マ
ラ

ヤ
、
中

部

シ

ベ

リ

ャ
、
北

ア

フ
リ

カ

の

一
部

に
ま

で
お

よ

び

、

こ

の
地

域

に
生
息

す

る
も

の
は
今

で
も

、
緊

急

保

護

種

(国
巳

偉。
コ
ひQ窪

①
山

ω
b
Φ
島
①
ω)

と

は
考

え
ら

れ

て

い
な

い
。

だ
が

、

ス
ペ
イ

ソ
カ

タ
ジ

ロ
ワ

シ
は
、
有

史

時
代

に
バ

ル
カ

ン
地
方

の
基

本

種

に
ご

く
近

い

メ

ソ
バ

ー
か
ら

分

離

さ

れ

た
と

考

え

ら

れ

、
今

日

す

で

に
稀

少
動

物

に
数

え

ら

れ

て

い

る
。

こ

の

ワ

シ
の
分

布

は

、

ピ

レ
ネ

ー
山
脈

を

越

え

て

ス
ペ
イ

ソ
、

ポ

ル

ト
ガ

ル
の
乾

燥

地
帯

か
ら

、
北

ア

フ
リ

カ

の

モ

ロ

ッ

コ
、

ア

ル
ジ

ェ
リ

ア

に
ま

た

が

る

ア

ト

ラ

ス

山
脈

に

ま

で

お
よ

ん

で

い

た

と

み
ら

れ

る
。

だ

が

、

い
ま

か
ら

四
十

年

前

に

、

こ

の

ワ

シ
は

ポ

ル
ト
ガ
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ル
か
ら
完

全
に
姿

を
消
し
た
。
博
物
館

で
わ
ず

か
に
二
、
三

の
標
本
が
見
ら
れ
る
だ
け
に
な

っ
た
の
で

あ

る
。

ポ

ル
ト
ガ

ル
の
東
北
海
岸
寄
り

の
町
オ
ポ

ル
ト
で
、
二
羽
が
飼
わ
れ
て

い
た
と
い
う
が
、
今

日

で
は
そ

の
飼

わ
れ

て
い
た
年
代
も
伝
説

の
陰
に
埋
も
れ
た
観
が
あ

る
。

二
十
世
紀

に
は
い

っ
て
、

ス
ペ
イ

ソ
カ
タ
ジ

ロ
ワ
シ
の
減
少
は
、
い

っ
そ
う
激

し
く
な

っ
た
。

そ
し

て

β
バ

ー
ト

・
エ
ッ
チ

ェ
コ
パ
ー

(
菊
O
げ
Φ
噌汁
HU沖O
げ
aO
O
一)"
『
)
の
最
近

の
調
査
に
ょ
れ
ば
、

過

去
二
十

年
間

、

モ

ロ
ッ
コ
お
よ
び
ア
ル
ジ

ェ
リ
ア
で
こ
の
鳥
を
見
た
と
い
う
報
告
は
な

い
。

そ
し
て
ア

ル
ジ

ェ

リ
ア
で
は
、
今

日
事
実
上

、
絶
滅
し
た
と
い
う
見
方
が
有

力
で
あ

る
。

い

っ
ぽ
う
、
モ

ロ
ッ

コ
お
よ
び

ス
ペ
イ

ン
で
は
、
農
夫
た
ち
が

ワ
シ
に
対
し

て
昔
な
が
ら
の
敵
対
感
情
を
も

っ
て

い
る
た
め
、
両
国

に

お
け
る
こ

の
ワ
シ
の
絶
滅

は
、
時
間

の
問
題
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

前
述

の
ガ
イ

・
マ
ウ

ソ
ト
フ
ァ
ト
は
、

ス
ペ
イ

ソ
カ

タ
ジ

ロ
ワ
シ
の
残
存
総
数

を
約
百
羽
と
見

つ
も

の

」'

スペ イ ンカ タジ ロワ シ(コ ー ト ・ドニ ャー ナ

自然 保護 区)撮 影:PaulG6mudet

り
、
そ

の
生
存
領
域

は
ス
ペ
イ

ソ

の
中
部
お
よ
び
南
部
山
岳
地
帯

と

考
え
た
。
そ
の
ワ

シ
の
巣

が
、

コ

ー
ト

・
ド

ニ
ャ
ー
ナ
自
然
保
護

区

で
発
見

さ
れ
た
の
で
あ

る
。

し
か

も
調

べ
て
み
る
と
、
年

々
、
お
よ

そ
七

つ
の
巣

が
、
順
調
に
育

雛
を

く
り
か
え
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。

W
W
F
と

ス
ペ
イ

ソ
政
府

が
、

こ
の
保
護
区

に
力
を
入
れ

た

と
し
て
も
ふ
し
ぎ
で
は
な
い
。

絶
滅

に
瀕

し
た
動
物

を
救
う

に

は
、
動
物
園
な
ど
で
人

工
的

に
ふ

や
し
て
放
す

と
い
う
方
法

も
あ

る

が
、
大
型

の
ワ

シ
や

タ
カ
の
場
合

に
は
、

こ
の
方
法
が
ほ
と
ん
ど
役

に
立
た
な
い
。
統
計
に
よ
れ
ば
、

今

日
ま
で
に
二
七
〇
種
に

の
ぼ
る

大
型

の
ワ
シ
や

タ
カ
が
飼
養
さ
れ
た
が
、
そ

の
う
ち
卿
化
育

雛
に
成
功
し
た
も
の
は
、
わ
ず

か
四

パ
ー

セ
ン
ト
以
下
に
す
ぎ

な
い
と

い
わ
れ
る
。

い
い
か
え
れ
ば
、

ス
ペ
イ

ン
カ
タ
ジ

ロ
ワ
シ
の
保
護

に
は
、

自

然
の
生
息
環
境
を
確
保

し
て
や
る

こ
と
が
絶
対

に
不
可
欠
で
あ

る
。
そ

の
意
味

に
お

い
て

コ
ー
ト

.

ド

ニ
ャ
ー
ナ
自
然
保
護
区
の
存
在
価
値
は
、
と
く

に
大
き

い
と

い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

W
W
F
は
こ
の
保
護
区

の
用
地

買
収

に
、

一
九
六
五
年

か
ら
六
八
年

に
か
け
て
、

つ
ぎ

に
示
す
資
金

を
投

入
し
た
。

一
九
六
五
年

一
九

六
六
年

一
九
六
七
年

一
九

六
八
年

合

計

一
八
、
三
七
ニ
ポ

ン
ド

(
プ

ラ
ス
七
九
、

=
二
ニ
ポ

ン
ド
i

但
し
払
戻
用

ロ
ー
ン
)

二
六
、
五
五

一
ポ

ソ
ド

三
〇

、
六
八
九
ポ

ソ
ド

三
〇

、
七
三
ニ
ポ

ソ
ド

一
〇

六
、
三
四
四
ポ

ソ
ド

(
ロ
ー
ソ
を
除

い
て
)

(
ー
約

一
億

六
三
四
万
円
-

一
ポ

ソ
ド
千

円
換
算
)

こ
れ
ら

の
資
金

い
。

カ
タ
ジ

ロ
ワ

金

で
あ

る
。
そ
し

の
自
然
保
護
区
が
誕
生
し
た
。

こ
う

し
て
W
W
F
が

ス
ペ
イ

ソ
政
府
と
共
同
で
獲
得
し
た
新
し

い
保
護
区

は
、

ス
ペ
イ

ン
政
府

の
科

学
調
査
研
究
協
議
会

、
科
学
研
究
部
会

(O
o
コ
ω
。
す

ω
ε

臼
一〇
『
α
o
冒
く
①
ω江
αQ
鋤
9
。
コ
①
ω
Ω
①
暮
漆
8
ρ

9

<
一ω
一8

創
①
Ω
窪

。
冨
ω
)

の
手
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
、

一
九
六
五
年

六
月
に
、

マ
ド
リ

ッ
ド
で
移
管
記
念

祝
賀
会
が
も
よ
お
さ
れ
た
。

こ
の
会
は
新
保
護
区

の
維
持
管
理
に
あ

た
る
と
と
も
に
、
各
種

の
生
物
学

的

調
査
を
行
な

い
、
あ

わ
せ
て
、
こ
の
周
辺
の
地
域
を
も
将
来
保
護

区
に
加
え
て

い
く
と

い
う
困
難
な

課
題

に
、
と
り
く
む
こ
と
に
な

っ
た
。

そ
の
二

水

場
を
つ
く
り
、
管

理
体
制

を
と
と

の
え
る

W
W
F
と

ス
ペ
イ

ソ
政
府
が
取
り
交
し
た
契
約

に
よ
る
と

、

コ
ー
ト

・
ド

ニ
ャ
ー
ナ
白
然
保
護
区
の

維
持
、
管

理
、
開
発
に
ま

つ
わ
る
す

べ
て
の
費
用

は
、

ス
ペ
イ

ソ
政
府
側

で
負
担
す
る
こ
と

に
な

っ
て

い
た
。
し
か
し
W
W
F
で
は
、
こ
れ
で
す

べ
て
が
す

ん
だ

と
は
考
え
な
か

っ
た
。
必
要
と
あ
れ
ば
、
い
つ

で
も
資
金
援
助

の
手
を
さ
し
の
べ
る

つ
も
り
だ

っ
た
。
特

に
W
W
F
が
用
途
指
定
献
金

(
国
讐
ヨ
霞
ぎ
α
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α
o
冨

二
〇
ロ
)
を
受

け
た
場
合

に
は
、
直

ち
に
援
助
支
出
が

お
こ
な
わ
れ

る
こ
と
に
な

っ
た
。

コ
ー
ト

・
ド

ニ
ャ
ー
ナ
自
然
保
護
区
生
物

調
査
研
究
所

で
は
、
長
期

の
開
発
計
画
を
た

て
た
が
、
そ

の
中

に
は
、
人
工
沼
を
多
数

つ
く
る

こ
と
が
予
定

さ
れ
て
い
た
。

こ
の
保
護

区
は
大
河

の
河
口
地
帯

に

あ

っ
て
、
渡
り
鳥

の
集
中
す

る
位
置

に
あ

り
な
が

ら
、
水
鳥
た
ち

の
た
め
の
適
当

な
水
場
が
少
な
く
、

か
ん
ば
つ

い
っ
た
ん
日
照
り
が

つ
づ
く
と
、
た
ち
ま
ち
水

不
足

を
き

た
し
た
。
こ
の
た
め
皐
魅

の
年

に
は
、
夏
期

の
営
巣
時
期

に
、
水
鳥

の
ひ
な
が

一
羽
も
か
え
ら
な
か

っ
た
こ
と
さ
え
あ

っ
た
。

W
W
F
で
は

ス
イ

ス
支
部

か
ら

の
指
定

献
金

も
あ

っ
て
、

一
九
六
六
年

に
、
六
六
六
ポ
ン
ド
を
、
保

護
区

の
開
発
資
金
と
し
て
支
出

し
、
さ
ら

に
翌

一
九
六
七
年

、
二
六
九
ポ

ン
ド
の
追

加
支
出
も
決
定

し

た
。生

物

調
査
研

究
所

で
は
、

こ
の
機
会

に
人
工
沼

の
建
設
に
着
手
す
る

こ
と
に
な
り
、

一
九
六
七
年

の

夏

・
W
W
F

の
資
金

に
よ

っ
て
、

コー ド ・ドニ ャー ナ 自然 保 護 区

撮 影:Dr,:F.Vollmar

く
つ掘

さ
く
機

と
地
な
ら
し
…機
を
購
入

し
、
第

一
号
の
人

工
沼
を
作
り
あ

げ
た
。

こ
の
人

工
沼

へ
の
給
水

は

井
戸
に
よ

っ
て
お
こ
な
う

こ
と
と

し
、
井
戸
掘
り
も
並
行
し
て
お
こ

な
わ
れ
た
。

こ
の
保

護
区
で
人
工
沼
を

つ
く

る
こ
と
に
は
、
三

つ
の
目
的
が
あ

っ
た
。

ひ
と

つ
は
天
候
の
如
何

に

か
か
わ
ら
ず
恒
久
的
に
水
場
を
確

保
す

る
こ
と
で
、
こ
れ
に
よ

っ
て

乾
期

に
も
給
水
と
給
餌
を
可
能

に

す

る
こ
と
が
で
き

る
。
第

二
は
こ

れ
に
よ

っ
て
生
物
群

の
観
察
や

口

…数
調
査

を
容
易

に
し
、
各
種

の
調

査
活
動

の
根
拠
地
を

つ
く
る
こ
と

が
で
き

る
。
そ
し

て
第

三
に
、
沼

は
観
光
客
誘
致
の
た
め
の
設
備
と
し

て
も
、
使
用
で
き
る
予
定
だ

っ
た
。

こ
の
保
護
区
で
は
、
乾
期

に
著
し

く
水
が

不
足
す
る
反
面
、
冬

に
な
る
と
多
く

の
地
域
が
洪
水

で
水

没

し
た
。
そ

の
た
め
道
路
は
無

い
に
等

し
く

、
保
護
区
内

の
交
通

は
、
ほ
と
ん
ど
馬
に
頼

っ
て

い
た
。

だ
が

、
管
理
を
円
滑

に
す
す
め

る
に
は
、
最
低
限
必
要
な
道
路
だ
け
は
整
備

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ

た
。
ま

た
野
火
を
防
ぐ
た
め

に
、
防

火
線

の
建
設
も
急
ぐ

必
要
が
あ

っ
た
。

生
物
調
査
研
究
所

で
は
こ
の
た
め
に
開
発
用

ト
ラ
ク
タ
ー
の
購
入
を
計
画
し

、
W
W
F
に
資
金
援
助

を
申
請
し

て
お

い
た
。

W
W
F
で
は
計
画

ナ
ン
バ

ー
二
七

一
号
と
し

て
本
件
を
審
議
し
、

一
九
六
八
年

に
い
た

っ
て
、

一
、
七
九
三
ポ

ソ
ド

の
支
出
を
決
定
し
た
。

研
究
所
側
は
、
こ
の
資
金

に
よ

っ
て
、
ジ

ョ
ソ
・
デ
ィ
ア
七

一
七
型

ト
ラ
ク
タ
ー
を
買

い
い
れ

た
。

こ
の
ト
ラ
ク
タ
ー
を
え
ら
ん
だ
理
由
は
、
第

一
に
こ
の
機
種
が
荒
地
用
の
堅
牢
な

つ
く
り

で

あ

る

こ

と
、
第

二
に
、
万

一
故

障

し

て

コ ー ト ・ドニ ャー ナ 自然 保護 区 がWW:Fの 援 助 に よ って 購 入

した ジ ョン ・デ ィア717型 トラ ク ター 撮 影:Dr:F.Vollmar

も
、
修
理

に
要
す

る
必
要
部

品
が

ス
ペ
イ

ソ
国
内

で
調
達

で
き

る
こ

と
で
あ

っ
た
。

今

日
、
世
界
各
地
の
自
然
保
護

区
で
は
保
護
管
理

の
促
進

に
…機
械

力
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。

こ
れ

は
度
を
こ
す
と
、
保
護
区

の

破
壊
や
騒
音

の
原
因
と
な

る
こ
と

が
あ
り
、
常

に
十
分
の
注
意
が
必

要
で
あ

る
。

コ
ー
ト
・
ド

ニ
ャ
ー

ナ
で
は
、
こ
の
新

ト
ラ
ク
タ
ー
の

購
入
が
自
然

の
破
壊

に
つ
な
が
る

こ
と

の
な

い
よ
う
、
万
全

の
配
慮

の
も
と
に
各
種

の
管

理
工
事
が
す

す
め
ら
れ

つ
つ
あ
る
。
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そ
の
三

木

を

植

え

る

コ
ー
ト

.
ド

ニ
ャ
ー
ナ
自
然
保
護
区

に
は
、
名
物

の

〃
サ
ギ

の
森
"
が
あ
る
。

こ
の
森

を
形
成
し
て

い
る
の
は
、

主
と
し

て

コ
ル
ク
ガ
シ
ワ

(
O
o
鱒

o
夢

)

で
あ

る
。

こ
の

コ
ル
ク
ガ

シ
ワ
は
サ
ギ
類
の

営
巣

に
適
し

て
い
る
ば

か
り
で
な
く
、
各
種

の
猛
禽

類
も
こ
の
ん
で
巣

を
か
け

る
。
前
記

の
ス
ペ
イ

ソ

カ
タ
ジ

ロ
ワ
シ
が
巣
を

か
け
る
の
も

、
こ
の
木

で
あ

る
。

い
わ
ば
樹
上
営
巣
性

の
鳥

類
に
と

っ
て
欠

か

す

こ
と

の
で
き
な

い
木
と

い
え
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
保
護
区

の
景
観
と
い
う
点

か
ら
も
、
こ
の
木

の
価

値

は
高
く
評
価
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
こ
で
、
こ
の
保
護
区
で
は
、

コ
ル
ク
ガ
シ
ワ
を
積
極
的

に
ふ
や
す
計

画
を
た

て
た
。
い

っ
ぽ
う

W
W
F
で
も
、
計

画

ナ
ソ
バ

ー
二
九
三
号

の
も
と

に
援
助
す

る

体
制
を
か
た
め
た
。

サ ギ 類 集 団 営 巣地(コ ー ト ・ドニ ャー ナ 自 然保 護 区)

撮 影:C.Vauch.er

こ
の
あ
た
り

の
地
域

で
、

コ
ル

ク
ガ
シ
ワ
の
研
究
が
始
め
ら
れ
た

の
は
、

一
九
五

二

年

以
降

で

あ

る
。
そ
し
て
調
査
研
究
の
結
果
、

も
し

サ
ギ
類
が

こ
の
木

に
営
巣
す

る
と
、
木

の
寿
命

は
通
常
六
回

の

繁
殖

シ
ー
ズ

ソ
の
間

し
か
も
た
な

い
こ
と
が
判

明
し
た
。

一
九
六
四
年

に

こ
の
土
地
が
保

護
区
に
な

っ
た
時

、
は
じ
め
て
保

護
内
全
域

の

コ
ル
ク
ガ

シ
ワ
が
全

部
、
点
検
登
録

さ
れ

た
。
そ

の
結

果
、
保
護
区
内

に
総
計
四
五
〇
本

の
コ
ル
ク
ガ

シ
ワ
が
生
え

て
い
る

こ
と
が
わ

か

っ
た
。
そ

の
後
二
年

間

に
約

一
〇
本
が

倒
れ

、
さ
ら
に

何
本
か
が
枯
れ

は
じ
め
た
。
原
因

は
す

べ
て
樹
齢
を

へ
た
た
め
と
、

前
記

の
よ
う
に
営
巣

に
よ
る
損
耗
と
考

え
ら
れ
た
。

と

こ
ろ
で

こ
の
コ
ル
ク
ガ
シ
ワ
と
い
う
木

は
、
非
常

に
成
長

の
の
ろ

い
木

で
あ

る
。
二
五
年

か
ら
三

〇
年

た

っ
て
も
、
幹

の
太
さ
は

一
〇

セ
ソ
チ
ぐ
ら

い
に
し
か
な
ら
ず

、
高

さ
も
四

メ
ー
ト
ル
か
ら
五
メ

ー
ト

ル
ほ
ど

に
し
か
成
長
し
な

い
。

さ
ら
に
こ
の
木

の
実

は
、
鳥
や

シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
、
瑠
歯
類
な
ど

が
食

べ
る
の
で
、
発
芽
率
も
悪

い
。

こ
う

い
う

こ
と
を
考

え
あ
わ
せ
る
と
、
現
在

の
ま
ま
放
置
し
た
場

合
、

こ
の
保

護
区
の

コ
ル
ク
ガ

シ
ワ
は
、
だ

い
た

い
二
五
年

か
ら
五
〇
年

で
消
滅
す

る
こ
と
に
な
る
。

早
急

に
対
策

を
た
て
な
く
て
は
な
ら
な

か

っ
た
。
も

っ
と
も
手

っ
と
り
早

い
の
は
種

を
ま
く
こ
と
だ

っ
た
。
し

か
し
、
木
自
体

の
成
長

が
遅

い
か
ら

、
種

か
ら
育

て
て
い
た

の
で
は
、
現
在

の
森
が
枯
死
し

て
い
く

の
に
、
と

て
も
追

い
つ
く
こ
と
が
で
き
な

い
。

そ

こ
で
、

三
〇
年
ぐ
ら

い
の
木
を
移
植
す

る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ

の
く

ら
い
の
樹
齢
の
木
は
高
さ

が
四
、
五

メ
ー
ト
ル
で
、
幹

も
十

セ
ソ
チ
前
後
だ

か
ら
、
比
較
的
移
植

し
や
す

い
。
だ
が
、
移
植
に
よ

っ
て
、
だ

い
た

い

一
割
て

い
ど
の
枯
死
が
出

る
こ
と
は
、
覚
悟
し
な
け
れ
ぽ

な
ら
な

か
っ
た
。
森
の
広

さ
そ

の
他
か
ら
総
合
的
に
判
断
す

る
と
、
新
し

い
木
が

二
五
〇
本
あ

れ
ば
、
サ
ギ

の
森
を
維
持
で
き

る

見
通
し
が
た

っ
た
。

つ
ま
り

一
割

の

ロ
ス
を
見
込
ん
で
、
二
七
五
本
か
ら

三
百
本
を
移
植
す

る
必
要
が

あ

っ
た
。

W
W
F
で
は

一
九
六
八
年

に
い
た

っ
て
、
こ
の
計

画
を
推
進
す
る
た
め
、
五
百
ポ

ソ
ド
の
資
金
を
支

出
し
た
。
そ
し
て
保
護
区
で
は
、
同
年
後
半

に
、
す
ぐ
計
画
を
実
行

に
移
す

こ
と

に
な

っ
た
。
計
画

の

実

施
は
三
段
階

に
わ
け
て
お
こ
な
う

こ
と

に
な

っ
た
。
第

一
は
原
木
の
生
育
地

に
お
け
る
採
取
準
備
、

第

二
に
輸
送

、
第
三

に
目
的
地

で
の
定
植

で
あ
る
。

移
植
に
適

し
た
木

は
、
保
護
区

か
ら
二
、
三
〇
キ

ロ
離
れ
た

エ
ル

・
ロ
シ
ー
ナ
の
あ

た
り
で
見

つ
か

っ
た
。
保
護

区
の
係
員
が
持

主
に
交
渉
し
た
と

こ
ろ
、

フ
ァ
ロ
ー
ジ
カ
を
何
頭

か
く
れ
る
な
ら
、
無
料

で
提

供
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。
保
護
区
側
は
こ
の
条
件
を
の
み
、

一
九
六
八
年

の
八
月
か
ら

九
月
に
か
け
て
、

=

一
本
の
若
木
が
選
定
さ
れ
た
。

い
ず
れ
も
、
直
径

一
一
セ
ン
チ
か
ら

一
四

セ
ソ

チ
ぐ

ら

い
の
も
の
ば

か
り
だ

っ
た
。

選
定
が
お
わ
る
と
、

根

の
周
囲
を
掘
り

、

長

い
根
を
切
り
離
し

た
。
そ
し
て
中

心
部

の
幹

に
直
結
し
た
根
と
、
そ
の
周
囲

の
土
は
そ
の
ま
ま

に
し
、
こ
れ
を

い
っ
し
ょ

に

ワ
イ
ヤ

・
ネ

ッ
ト
で
く
る
ん
で
固
め

て
か
ら
、
周
囲

に
掘

っ
た
根
切

り
用

の
溝
を
埋
め
戻
し
た
。

こ

れ
で
冬

ま
で
、
そ

の
ま
ま
そ
こ
に
放
置
す

る
こ
と
に
な

っ
た
。

い
っ
ぽ
う
保
護
区
側
で
は
、
冬
ま

で
の
間

に
、
運

び
こ
ま
れ

る
木

の
定
植
準
備
を
す
す

め
た
。
保
護
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区
内

に
生
育
し
て

い
る

コ
ル
ク
ガ
シ
ワ
に
つ
い
て
い
ろ

い
ろ
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
こ
の
木
が
生
え
て

い

る
と

こ
ろ

は
湿
気

の
多

い
地
域
だ
と

い
う
こ
と
が
わ

か

っ
た
。

シ
ダ

(
ミ

ミ
ミ

ミ
ミ

ミ
ミ
ミ
§

ミ
)
が
生

え

て
い
る
湿
地

の
ふ
ち
と

か
、

エ
リ
カ

(
国
二
8
)

の
生
え
る
く
ぼ
地
な
ど
で
あ

る
。

し
た
が

っ
て
、

移
植
す

る
木
を
植
え
る
と
こ
ろ

は
、
現
在

コ
ル
ク
ガ

シ
ワ
が
生
え

て
い
る
地
帯

の
そ
ば

か
、
老

木
が
倒

れ

た
あ
と

の
土
地
に
す

る
こ
と

に
な

っ
た
。

ま
た
、
移
植
用

の
特
別
装
置

も
発
注
さ
れ
た
。
こ
う
し

て
年
末
が
迫

る
と
、
係
員
が

ラ

.
ロ
シ
ー
ナ

へ
で
か
け
て
移
植
用

の
木
の
状
態

を
調
べ
て
み
た
。
す

る
と
夏

に
選
定
し
て
移
植
準
備
を
し
た

一
=

本

の
木
の
う

ち
、

一
六
本
が
枯

れ
た
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

移
植
可
能
な
も

の
は
、

残

る
九
五
本
で
あ

る
。

こ
の
九
五
本
に
つ
い
て
、
さ

っ
そ
く
移
植
作
業
が
開
始
さ
れ

た
。
移
植
用

の
特
別
装
置
を
使

っ
て

根

の
周
囲

か
ら
お
よ
そ
二
百
キ

ロ
の
土
が
木
と
と
も
に
切

り
と
ら
れ

、
そ

の
日
の
う

ち
に
、
二
〇
キ

ロ

か
ら
三
〇

キ

ロ
離
れ
た
保
護
区
内

の
定
植
地
ま
で
運

ば
れ

た
。
だ
が

、
定
植
作
業

は
翌
日
に
も
ち
こ
さ

れ

た
。

あ
く

る
日
、
個

々
の
木

は
、
予
定
地

に
あ

ら
か
じ
め
掘

っ
て
あ

っ
た
定
植
用

の
穴
に
お
ろ
さ
れ
た
。

こ
の
時
も

、
W
W
F
の
援
助
で
入
手
し

て
あ

っ
た
ト
ラ
ク
タ

ー
が
役
立

っ
た
。
木
は
穴

に
お
ろ
す
と
、

日
照
方
向
を
考
え
て
注
意
ぶ

か
く
木

の
向
き
が
定
め
ら
れ
た
。
原

生
地

で
生
え
て

い
た
と
お
り

に
、
南

コー ト ・ドニャーナ自然保護 区で 自然

景観を復 旧す るためと鳥の 営巣地確保

のため コル クがシワの原木 を植え ると

ころ。撮影EmilioMorales

北

の
向
き
を
定

め
た
。
こ
れ
は
樹
幹

の
成
長
度
が
、
南
と
北
で
は
若
干
異
な
る
た
め
て
あ

る
。
位
置
が

ビ

　

ト

き

ま
る
と
、
根

に
巻

い
て
あ

っ
た
被
覆
を
取
り
去
り
、
穴
に
砂

と
泥
炭
を
入
れ

て
埋
め
た
。

こ
の
泥
炭

は
地
方

の
有
志

か
ら
移
植

用
と
し

て
寄
贈
さ
れ
た
も

の
で
、
全
部
で
千
五
百
キ

ロ
あ

っ
た
。

こ
れ
で
定

植
作
業

は
お
わ

っ
た
わ
け
だ
が

、

定
植
後

の
保
全
対
策

と
し
て
、

移
植
し
た
木

の
下
枝
が
刈
り

こ
ま

れ
た
。

こ
れ
は
若

い
葉
が

シ
カ
を
誘
う

の
で
、
そ

の
害

を
防
ぐ
た
め
と
、
移
植
時

に
木
そ
の
も

の
を
栄

養
補
給

の
負
担

か
ら
守

る
た
め
だ

っ
た
。

一
九

六
九
年

一
月

に
は
同
じ
方
法
で
、
さ
ら

に
四
五
本

の
木
が
移
植
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
原
木
を
三

本

か
ら
六
本
ま
と
め

て
植
え
、
そ
の
周
囲
を
針
金

の
柵

で
か
こ

っ
て
防
護
す
る
と

い
う
方
法

も
と
ら
れ

る
よ
う

に
な

っ
た
。

こ
の

コ
ル
ク
ガ
シ
ワ
の
植
樹

に
要
し
た
費
用

は
、
ほ

か
の
出
費

に
く
ら

べ
る
と
、
た

い
し
た
も
の
で

は
な
い
。
だ
が
、

こ
の
よ
う

な
資
金

の
使
い
か
た

こ
そ
、
自
然
保
護
事
業
に
お

い
て
は
、
も

っ
と
も
効

果

の
あ

る
も

の
と

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
人
間

の
健
康

で
も
、
病
気
に
な

っ
て
か
ら
あ
わ
て
て
治

療
を
す

る
よ
り
、

ふ
だ
ん

か
ら
健
康

に
気
を

つ
け
て
病
気

に
対
す

る
予
防
手
段

を
講
じ

て

い

く

ほ

う

が
、
労
力
も
費
用
も
は
る
か
に
少
な
く

て
す
む
。

自
然
環
境

の
維
持
管
理
に
も
、

同
じ

こ
と
が
い
え

る
。
と
く
に
自
然
環
境
を
構
成
す

る
も

の
の
う
ち
で
、
土
壌

や
植
物

の
変
化
は
、
き
わ

め
て
じ

ょ
じ

ょ

に
起

こ
る
。

そ
の
た
め
こ
れ
ら

の
保

全
に
は
、
三
〇
年

か
ら

五
〇
年
、
ま
た
は
百
年
ぐ
ら

い
の
長
期
見

通
し
を
も

っ
て
将
来
を
予
見
し
、
想
定
さ
れ
る
病
変

に
対

処
す

る
手
段
を
講
じ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
そ
の
対
策

を
実
行
す

る
時
期

は
、
早
け
れ
ば
早

い
ほ
ど
よ
く
、
費
用
も
わ
ず

か
で
済
み
、
か

つ

そ

の
効
果

は
大
き

い
。

大
き
な
自
然
破
壊
が
起

こ

っ
て
か
ら
、
莫

大
な
資
金
を

か
け
る
例
は
、
今
日
ど
こ
で
も

み
ら
れ
る
現

象

で
あ

る
。
し

か
し
そ

の
効
果
は
き
わ

め
て
薄

い
。

こ
の
点

、
W
W
F
が

コ
ル
ク
ガ

シ
ワ
の
移
植

に
支

出
し
た
援
助

は
、
そ

の
金
額

の
高

よ
り
も
、
そ

の
支
出

の
動
機
と
も

い
う
べ
き
精
神
面

を
高
く
評
価
す

べ
き
で
あ

る
。
そ

し
て
こ
の
精
神
は
、
自
然
保
護
論
者
だ
け

の
も

の
で
な
く
、
国
民

ひ
と
り
ひ
と
り
の

心

に
深
く
根
を
お
ろ
し
た
も

の
と
な
る
必
要
が
あ

る
。
衰
え

た
自
然
に
木
を
植

え
る
よ
う

に
、
わ
れ
わ

れ

の
心
に
も

、
今

一
度
し

っ
か
り
と
、
こ
の
考
え
を
定
植

し
な
く

て
は
な
ら
な

い
だ

ろ
う
。

(
資
料

お

よ
び
写
真

は
、
W
W
F
本
部

の
提

供
に
よ
る
)

(野
生
生
物
保
護
基
金
日
本
委
員
会
常
任
理
事
)

51


